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調査結果及び考察を記入する。
状況写真は別途整理する。
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スアヤ の 育 成 天 然 林 施 業 試 験  (H2～ 11)

場所 対馬営林署大星山国有林 19へ 林小班   2.83haの 内 1.50ha
地況 標高  100m   土壌型 BC   地形 側行土
方位  NW 傾 斜 30度

目的 カヤの群生している天然林において,利用径級以下のカヤを保残し,こ れらを
育成するとともに植込み,刈出しなど人工llli整を行うことによるカヤの用材林
を育成するための施業法を確立する。

諭式題貪 IL‐lL_σ)言受ズEE著 宣頁

プロツトの設定

試験地につぎのとおリプロットを設定する。
l lll込みの要否を検討し,植込み区と植込み不要区とに区分する。カヤの保残本な
らびに幼樹 (3 0 cln上 )の成立本数 10本/a未満の部分は植込み区とする。
2 植込み区については,カヤの山引き苗を植込むこととし,植込む方法の相違により
次のとおり区分する。

(1)根回し植栽区
植込む 1年前に根回しを行い,翌春山引し,植込みを行う。
(2)育苗植栽区
植込み 1年前に山引きを行い,山床で 1年間育苗し,翌春に植込みを行う。
(3)山 引き植栽区
根回しなどの加工をしないで,直接山引き移植を行う。

設定模式図

植込み不要区・

林道

41ri込 み区

の 2分の 1～ 3分の 1の高さまで枝抜きを行い植栽 (山床床替え)する。

H 植栽方式と植栽方法
1 2m× 2mの 4本巣植え方式とし,天然生稚幼樹の生育状態に配慮して300本 /
ha程度の植込みを行う。
宏 植栽方法は,普通植えとする。

Ⅲ 保 育
1 植込み区
必要最少限度の期間,坪刈りにより下刈する。また,必要によりつる切,除伐を行
う。
2 植込み不要区
目的樹種の更新を確実に行うため,必要に応じ刈出し,つる切,除伐を行う。

Ⅳ 調 査
1 保残木調査
設定時にカヤ,ケヤキ,ク ヮ等の貴重樹,シデ類,カシ類等の育成対象樹種の保存
状況を明らかにするため,各プロット毎の保残木を調査する。保残本調査は,樹高 1
m程度以上の有用樹とする。
2 活着率の調査
値込み区の3プ ロットについて,苗長区分ごとに下刈時に活着調査を行う。苗長区
分は,(1)60cm以 下,(2)60～ 80cm,(3)80cm上 に分けて調査する。

3 成長調査
(1)植込み不要区
カヤ保残本のうち樹高階 (2m下 ,2～ 3m, 3～ 4m, 4～ 5m, 5m上 )毎に
5本計 25本を調査対象本として設定し, 3年ごとに定期調査を行う。調査は,樹高 ,
胸高 (地際 )直径を測定する。調査時期は調査対象本の生長が停止する秋とする。
(2)植込み区
3プロットごとに植栽本のうち25本を調査対象本として設定し,苗長 (cm),
地際径 (mm)を ,当初の 5年間は毎年,その後は 3年おきに調査する。調査時期は
調査対象本の生長が停止する秋とする。
4 その他
植込み等の更新補助作業,保育などに要した人工数,経費について年度毎に調査記
録する。

Ｎ
　
／
旬
ト
ー
■
■
―
―

植

　

はて□
一
込植

区栽植

区

　

　

区

　

　

き

栽

　

　

裁

　

　

引

植

　

　

植

　

　

山

植込み不要区

cm程度上の苗木は,苗長(注 ) 活着を高めるため苗長 60
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育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ床替根廻苗植栽  C区
対 馬

『  号

植 栽 後

第 1回
調査時点

植栽時 調査    Ⅱ04.11.16 調査    H05.11.25 調査 調 査 調査

調査 104.01

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

長元径樹  高

成 長 量

根元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高 艮元径 封 高 長元径 討 高 根元径樹  高 長元径 討 漕 艮元径 討 高
(cm) (cm) (om) (om) (cm) (CIn) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (cnl) (Om) (cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (om) (cm) (cm) (cm)

26 0 1

27 5

28 2 2

29 5

30 3

31

32 0.5 6

33 6 1

34 3 2

35 4 4

36 0.5 4

37 0

38 3

39 14 4 11

40 7 0

41 7 1

42 5 0

43 6 1

44 7

45 0

46 2

47 3

48 6

49 0

50 4

計 32.2 36.4 40.2

植栽本数 52本 52本

健 全 木 34本 34本
枯 損 木 18本 18本
活 着 率 65% 65%



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ山引苗根廻植栽  D区
対 馬

番 号

植 栽 後

第 1回
植裁時点

調査    H03.12.18 調査    H04.12.17 調査    H05.11.25 調査 調 査

調 査 103.0(

長元径 討 肩

成 長 量

長元径 封 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

展元径 討 高 長元径 封 高 長元径 日 高 艮元径 封 高 長元径 討 高 長元径 討 高

(Cm) (Cm) (cm) (cm) (Cm) (om) (cm) (cm) (cln) (cm) (cm) (Om) (cm) (Cm) (cm) (cm) (CIn) (cm) (cm) (cln) (cln) (cm)

76 健 全 木 1.2 1.2 4 1.5 0

77 上部枯損 1.6 2 0 0

78 上部枯損 2 0 3

79 上部枯損 3 2 0.1 4

80 健 全 木 0 1.1 11

81 根部萌芽 0 7 7 0 5

82 健 全 木 4 0 4

83 上部枯損 2 3 0

84 上部枯損 1.2 1.2 5 0 0

85 上部枯損 4 2 1

86 上部枯損 4 0 3

87 健 全 木 4 0 8

88 上部枯損 4 0 3

89 健 全 木 0 4 6

90 上部枯損 0 0 1

91 健 全 木 0 1.1 2

92 上部枯損 3 3 3

93 上部枯損 8 0 5

94 健 全 木 5 0. 0 1

95 健 全 木 4 0. 3 0

96 健 全 木 3 0. 9 6

97 上部枯損 8 0 2 1

98 健 全 木 5 0 0

99 健 全 木 3 5 0

100 健 全 木 1.1 1.1 5 7 1.2 Ll

計 35.5 39.5 41.9 44.4

植栽本数 156本 156本
健 全 木 51本 47本
枯 損 木 105本 109本
活 着 率 33% 3∂ `膏0%


